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日本海東縁、佐渡海嶺の地殻短縮量
Crustal contraction of the Sado Ridge estimated from geologic structure, eastern margin of
Japan Sea
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日本海東縁の佐渡海嶺で、地質構造から東西圧縮による地殻短縮量の推定を試みた。日本海東縁には約350万年
前から東西方向圧縮応力によって、多くの逆断層が形成されてきた。逆断層の多くは中新世の正断層が再活動
したもので、インバージョンテクトニクスとして知られている。佐渡海嶺は佐渡島の北側に位置する長さ約250
km、幅約70 kmの海底の高まりで、その内部には多くの逆断層が発達し、それぞれが幅10〜20 kmの非対象な断
面を持つ背斜構造を伴う。この背斜構造が上部地殻全体を切る逆断層のすべりによって形成された断層関連褶
曲であると仮定すると、背斜構造の断面積は、断層下端深度と上部地殻の短縮量の積となるはずで、地殻短縮
量を推定することができる。 
本解析には、旧地質調査所（産業技術総合研究所）が1989年〜1992年にかけて取得した反射断面を用いた。探
査システムはシングルチャンネルの高速曳航型で、地下深部の地質構造は不明瞭であるが、海底下数百 mまで
の地質構造は十分に観察できる。また東西圧縮方向に近い290度方向の測線が約3 km間隔で存在する。 
これらの反射断面の解析から、佐渡海嶺で逆断層が形成される前はほぼ平行な反射面からなる地層が広がって
いたが、逆断層の活動によって背斜構造が隆起し始めると、地層中に不整合が形成されたことが明らかに
なっている。この不整合面の背斜形状と、背斜両側の同じ層準の地層を結ぶ直線との間の面積を計測した。こ
の際、背斜構造全体が堆積層からなり、山頂も浸食されていないことが望ましいが、隆起量の大きい背斜構造
は頂部が浸食されて失われている。また、一部の背斜構造は基盤からなり、反射面が認められない。このよう
な場合には、不整合面より下位の地層や隆起域周辺の地質構造から、背斜構造内の背斜形状を推定した。この
ような解析を約50断面について行った。 
佐渡海嶺は複数の背斜列からなる。それぞれの背斜列の走向方向には背斜の断面積が大きく変化するが、佐渡
海嶺全体を横断する反射断面のすべての背斜面積を合計すると、測線間の差はかなり小さくなる。断層下端深
度を15 kmと仮定すると、佐渡海嶺全体の地殻短縮量は平均して約2 km弱という値が推定された。また、反射断
面の方向が290度であるが、実際の短縮方向はより東西に近いことが推定された。このような地質構造に基づい
た地殻短縮量の推定手法の課題と意義についても議論する。
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